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伊豆大島文学・紀行集  

 （ほぼ発表年代順に並べてある） 

 

    第１巻詩歌編 

詩 

川路柳紅  大島女  

北原白秋  大嶋  

佐藤惣之助  波浮港ほか 

野口雨情 波浮の港 ほか 

西條八十 少年行 ほか   

宮澤賢治   三原三部 ほか 

生田花世  大島の娘に ほか 

中原中也  大島行葵丸にて ほか 

大木惇夫 三原山風景  

川路英介 歌謡集別れ出舟  

萩原朔太郎 波浮（大島）  

丸山薫 火のみち  

北川冬彦 三原山  

白木楓葉 島の便り ほか 

不二井滋 （藤井重夫）三原山にて 

長谷川利行 伊豆大島雑記・大島 

稲田新一 三原山  

横田市治 三原山に登りて   

宮川哲夫 波浮の三月 ほか 

勝承夫  三原山 ほか 

雷石楡 三原山繁昌 

佐藤一英  詩画３５作 

タニー・アイシス 三原山   

高田敏子 動かない姿 ほか 

中出那智子 詩集美しい野獣  

中出良一 さくら貝 

矢野清子 詩集海そして子供たち  

 

俳句 

尾崎放哉 俳句一句 

川西徳三郎（和露） 御神火 

荻原井泉水 孤島編 ほか 

巌谷小波 大島句行 ほか 

島丈道 白椿集（抜粋）   

伊藤疇坪 伊豆大嶋紀行 

安成二郎 俳句三句 

佐野青陽人 三原山 

皆吉爽雨 伊豆大島四句 

長谷川かな女 大島吟行 

内藤吐天 伊豆大島行 

秋元不死男 伊豆大島にて ほか  

水原秋桜子 大島椿 ほか 

瀧春一 伊豆大島 

高橋淡路女 大島三句  

加藤かけい 三原山 

中村草田男 火之島三日 

金子兜太 大島行四句  

和田暖泡 俳句一句 

三浦木二（伊八郎） 俳句五句 

西東三鬼 大島・下加茂  

岡部二葉 伊豆大島  

和知喜八 伊豆大島二句  

岩田昌寿 伊豆大島三句  

加藤知世子 大島行四句  

成瀬正俊 大島行四句  

清崎敏郎 大島・神津島に遊ぶほか 

岡部六弥太 伊豆大島行十九句  

加畑吉男 三原山二句  

松本澄江 大島四句  

原裕 伊豆大島九句  

福田蓼汀 伊豆大島十五句  

鷹羽狩行 伊豆大島四句 ほか 

藤井亘 伊豆大島二句  

原コウ子 大島 ほか  

篠田悌二郎 大島行五句  

北野民夫 伊豆大島にて四句（ 

伊藤白潮 大島三句  

日守むめ 俳句一句 

畠山譲二 三原山山頂 ほか 

福田安子 伊豆大島 

里川水章 俳句四句 

長島定一 冬の宿（抜粋） 

鈴木花蓑 俳句一句 

石井露月 俳句一句 

中島せい作 俳句一句 

 

短歌 

木下利玄 大島之歌 ほか 

井上円了 伊豆大島紀行  

幸田露伴 伊豆大島四首 

大町桂月 書簡・短歌 ほか 

中村彝 島の旅  

村山槐多 大島短歌六首 ほか 

土岐善麿（哀果）孤島情景 ほか 

平木音吉 三原山  

土田耕平 歌集青杉 ほか 

島木赤彦 伊豆大島の石  

吉田正俊 伊豆大島  

加藤淘綾 大島行 ほか  

坂入公一 若葉抄 ほか（ 

平野宣紀（青山）春の伊豆大島風物 

福田榮一 秋の伊豆大島  

堀口大学 三原山   

東郷久義  伊豆大島 ほか 

望月春江  波浮の春 ほか 

藻谷六郎 伊豆大島 ほか 

中井克比古 伊豆大島  

矢吹弘史  伊豆大島 

森島章  伊豆大島の夏の歌  

中原綾子   下田・大島等百首  

坂田伸宏   下田・大島等百首  

島村一夫   下田・大島等百首  

宇澤甚吾   大島旅情の歌  

藤田晋一 伊豆大島行   

与謝野寛（鉄幹）大島遊草（上） 

井上苔渓 大島遊草（中）  

岡崎よね子 下田と大島１ 

与謝野晶子 大島遊草（下）ほか 

与謝野藤子 大島作品あり   

近江満子 島島を行く（二） 

浦邊田鶴子 島島を行く（三） 

生田蝶介 大島行  

松田常憲 三原山  

中村孝  伊豆大島  

窪田章一郎 伊豆大島  

木下立安 三原山行 

藤川武男（東瑛）伊豆大島  

羽方輝治  三原山ゆき   

香村金北 三原山   

若山牧水 別離（下） 

中村九一 三原山  
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岩津資雄  伊豆大島  

藤森さと  伊豆三原山登山  

唐戸丑太郎 三原山  

井手秀雄  御神火   

山口茂吉  大島  

佐藤佐太郎 大島  

依田秋圃  伊豆大島の初冬  

中野菊夫 伊豆大島  

西川定子 大島行  

井村春水 三原山  

杉田鶴子 伊豆大島   

山田百合子 伊豆大島行の船上より 

松木豊子 三原山登山元村より  

ほか   

木俣修  火の島滞留 ほか 

大岩徳二 初夏の伊豆大島  

富永貢  伊豆大島  

尾形誠哉 伊豆大島に遊ぶ  

鈴岡俊夫 伊豆大島   

鹿児島壽蔵 火山島 ほか 

藤森成吉 詩曼陀羅 ほか 

江口渙 短歌三首 

石田満理子 歌集八月 ほか 

奥村晃作 あした葉と三原山 ほか  

 

    第２巻小説編 

 

藤森成吉  若き日の悩み            

素木しづ  蒸風呂へ            

      白霧のなかに          

中戸川吉二 島で遭つた畫家          

西條八十  波浮の女            

青山光二  椿の蔭に            

      海邊の人            

      あゆべよ            

宇野千代  前田良助の話          

      大島の話            

井上靖   三原山晴天           

小島政二郎 恋愛人名簿（一部）        

      御神火育ち 

森 敦   遊島記             

林芙美子  冬の林檎（一部）          

三島由紀夫 火山の休暇           

      燈臺              

林房雄   わが海は碧なりき（後

半）       

吉行淳之介 夏の休暇            

      島へ行く           

松田解子  大工の政さんとそのあ

とつぎたち   

笹沢左保  噴煙はわが位牌         

高橋三千綱 十三歳の旅           

小山時夫  島の風         

  

◇付録地図〈Ａ３判 ・新観光地図大

島（カラー版） 昭和二十九年〉 

 

 収録できなかった小説作品一覧 

（作品の一部に大島が登場するもの

を含む。） 

◇素木しづ 「美しき牢獄」 玄文

社（大正七年） 

◇川端康成 「伊豆の踊子」 金星

堂（昭和二年） 

◇大坪草二郎 「三原心中」 つば

さ発行所（昭和五年） 

◇阿部知二 「航海」 モダン都市

文学「観光と乗物」（昭和六年） 

◇山本有三 「女の一生（一部）」（昭

和七年―八年）朝日新聞連載  

◇本山忠彦 「三原山の乙女」主婦

の友（昭和八年） 

◇小島政二郎 「御神火（一部）」 円

朝下（昭和九年） 

◇林二九太 「三原山は微笑む」 ち

ゃっかり夫婦 実業之日本社（昭和

十年） 

◇渡辺寛 「大島紀行」 日本浪漫

派 武蔵野書院（昭和十一年） 

◇石川達三 「智慧の青草（一部）」 

新潮連載（昭和十四年） 

◇石上玄一郎 「自殺案内」 北辰

堂（昭和二十六年） 

◇橘外男 「新版三原山遊記」 現代

ユーモア文学全集（昭和二十九年） 

◇柴田錬三郎 「スパイ第十三号」 

偕成社 （昭和三十年） 

◇林房雄 「鎮西八郎為朝（一部）」 

学習研究社（昭和四十四年） 

◇松本清張 「風の息」 朝日新聞

社（昭和四十九年） 

◇高橋たか子 「誘惑者」 講談社

（昭和五十一年） 

◇澤田ふじ子 「無明の宿」 小説

現代（昭和五十五年） 

◇来栖良夫 「波浮の平六」 ほるぷ

出版（昭和五十六年） 

◇青山光二 「母なる海の声（一部）」 

新潮社（昭和六十二年） 

◇村松ちゑ子 「大島ゆき」 モダ

ン都市文学 平凡社（平成二年） 

◇和久峻三 「伊豆大島幽霊船の首

縊り」 角川書店（平成四年） 

◇海野十三 「鞄らしくない鞄」 三

一書房（平成四年） 

◇安部龍太郎 「黄金海流」 新潮

社（平成七年） 

◇萩耿介 「覚悟の眼」      

 
 
    ３巻紀行記編 
 
アーネスト・サトウ 伊豆大島 
井上円了   伊豆大島紀行 
里見弴    大島ゆき        
幸田露伴   昔日の大島 
       大島ものがたり 
巌谷小波    平和の島 
       俳味の大島  
大町桂月    火を噴く島 
         配所の月 
       大島の導者       
素木しづ   こゝろ         
松崎天民   大島より        
吉田常夏   泣きに来た島      
       玉の緒   

寂しい大島より 
       火と花と女の島     
吉田静代   ひとつの流れ（一部）   
土岐善麿（哀果） 孤島雑筆      
土田耕平   島日記        
     椿咲く島（おとぎばなし）       

力噺（童話）      
荻原井泉水  椿咲く島へ      
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今和次郎   伊豆大島の住家    
       伊豆大島のキモノ   
谷川磐雄   大島民俗拾遺     
田邊尚雄   伊豆大島の民謡    
高田義一郎  女護ケ島今昔（一部）  
徳富蘇峰   大島遊記       
中村清二   伊豆大嶋漫談     
       三原山        
       伊豆大島のとぼけた

話        
大島御神火の誇り   

徳田秋聲   大島の一夜      
松田解子   大島の半面      
       大島の海        
       大島の夏       

回想の森（一部）   
加藤淘綾   伊豆大島       
藤森成吉   大島風物       
       月と花の島      
       島に寄せる愛     
大佛次郎   南伊豆の海岸          
林芙美子  大島行‐伊豆の旅から    

三原山        
与謝野晶子  大島に遊ぶ      
サトウ・ハチロー 伊豆大島偵察記  
加藤恵三   伊豆大島の旅     
佐藤惣之助  島のぶだひ      
西條八十   私の作詞帖から     
       わが大島禮讃の記    
       下田から大島へ    
モウリス・デコブラ 椿のマドンナ  
木村 毅   デコブラと三原山に

登るの記  
小島政二郎  大島の話       
       クサヤのはなし 

（一部） 
井上友一郎 三原火口の悲劇を悼む  
兼常清佐   波浮の港、差木地村  
浦本政三郎  大島より伊豆への旅

（一部） 
杉村楚人冠  大島         
牧野富太郎  大島櫻        
本田正次   伊豆大島の春     
萩原朔太郎  大島行        
       春の旅        
丸山 薫   大嶋の娘       
井伏鱒二   伊豆大島       
坂口安吾   流浪の追憶      
       湯の町エレジー     
       消え失せた沙漠―大

島の巻―  
富岡丘蔵   伊豆大島の民家    
豊田三郎   火口より       
山本實彦   大島紀行       
中村草田男  家族・友人への手紙  
金田一春彦  伊豆大島を憶う    
       大島の春       
斎藤清衛   大島に渡って     
依田秋圃   大島         
中村地平   大島紀行       
本山桂川   伊豆諸島の服装      
中村武羅夫  椿咲く島へ      
田村泰次郎  大島         
三島由紀夫  修学旅行       

小山いと子  大島紀行       
林甚之丞   伊豆大島の巻（一部） 
古志太郎   島の椿        
齋藤吉永   伊豆大島の秘境 
        フノウの瀧を遡る 
江口 渙   眞夏の大島の一夜   
川端康成   伊豆の思い出（一部） 
河上徹太郎  大島の猟       
辻まこと   大島のうらおもて   
       墓標の岩       
アレクサンドル・ワノフスキー  

火山と太陽（一部） 
戸川幸夫  大島の裏道に鹿を追う        

野犬物語       
白鳥省吾   伊豆大島ゆき     
宮尾しげを  ひいみさま          

大島 
       大島のお産  
       嫁とり        
パール・バック  

大島へロケ・ハント一部） 
       大島        
篠原 一   牧歌         
安良岡康作  伊豆大島       
宮本常一   伊豆大島       
       明治初年の伊豆諸島

（一部） 
宮本アサ子   逝きし夫の思い出 

伊豆大島の家のこと  
斉藤 潤   常さんに誘われて、

島へ。（上下）   
中川善之助  御神火の島      
田中芳雄   大島回想記      
小松左京   黒潮に秘められた伊

伊豆七島の謎（一部） 
加藤輝男   波浮の港       
上林 暁   大島野增にて     
林浩二郎   八月の北東風     
       夜へ         
一色次郎   夜の草（三原路）    
       流人の島を行く    
上村占魚   御神火        
松川伊勢雄  ひいみさま        
真壁 仁   大島の旅       
長部日出雄   アンコ娘のいる町 

（大島） 
竹内 勉   古い「あんこ節」を

求めて  
三浦綾子   大島にて        
猪谷六合雄  大島行       
宮地佐一郎  伊豆大島紀行上中下        
伊豆大島余聞 上中下  
鈴木 亨   伊豆大島       
辰濃和男   椿の島         
吉行淳之介  鋸山心中（一部）  
高田 宏   浄化する火の下に    
       伊豆大島噴火     
嵐山光三郎  大島         
立松和平   終わりのない旅  

伊豆大島へ  
早坂 暁   伊豆大島に訊く    
小島英記（英熙） 

一刀斎を追い伊豆大島へ  
石川 好   南海の稲妻 大和の

虹（一部）  
赤坂憲雄   幻の「大島雑記」    
宮本一宏   宮沢賢治と大島農芸

学校  
赤瀬川原平  伊豆大島  
 
 
    第４巻絵画編 
 
・口絵 画家の絵画作品（カラー） 
 
【紀行記ほか】 
 
和田三造  「晩帰」｢南風｣の頃 

 （抜粋）  
    「受賞作家 和田三造の談」  
    「大島日記（一）（二）」  

筆者・三蔵法師  
   「島と恋―アカフン画伯（上）」     

「南風」と「細雪」（一部） 
坂本繁二郎 
     「大島に往って來ての話」      

「私の絵私のこころ」（一部）    
森田恒友  「森田恒友日記 朱

黄」・「日誌 大嶋画旅」
（抜粋）  

      「旅中断想（雲の感じ）」
（一部） 

橋本邦助  「巴里絵日記」（抜粋）    
月出くの子 「伊豆大島要覧」緒言            
赤城泰舒  「大島の旅」  
藤井達吉  「お柱がゆ」（一部）  
馬渕録太郎  「小口木版伝来と余談」

（一部  
中村 彝  「書簡」（抜粋）  
保田龍門  「書簡」（抜粋）  
森島 生  「伊豆大島」筆者不詳                  
小川千甕  「大島所見」             
小山敬三  「来し方の記」（一部）    
大野隆徳  「伊豆大島写生旅行絵

日記」（上）（下）  
      「大島の自然」      
荒谷直之助 「大島から」ほか  
山崎省三  「失恋の旅」（一部）  
村山槐多  「書簡」ほか             
岩佐聖果  「大島見物記」                  
有島生馬  「伊豆大島の桃源郷」                
ダビッド・ブルリューク 

「大島」（抜粋） 鈴木明訳           
石井林響  「大島スケッチ」  
足立源一郎 「伊豆大島より」  
      「南島越年」  
      「足立源一郎の日記」

（抜粋）  
不染 鉄  「海村」添え書き  
      「山海図絵」帝展出品

画の作意より  
服部四郎  「大島行」  
須山計一   「漫画紀行 戀の大島」   
       「粋人酔筆―縞の財布」

（一部）   
横井弘三  「美術の七島（スケッ

チ紀行）」（抜粋）  
岩佐 新   「写生地 伊豆の大  
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島」                  
大橋清史  「農民美術生産組合の

一員として」          
中川紀元  「木ぼり人形を見て」              
木村五郎  「伊豆大島婦人の風俗 
             風習」 
石井鶴三 「日記―スケッチブック 
            （一部） 
   
池田永一治 水島爾保布 前川千帆 
池部鈞 服部亮英 細木原青起 
      「大島漫画行」   
Ｓ・Ｈ・Ｏ 「大島に遊ぶ」春台会

写生旅行 筆者不詳  
中川一政  「大島」  
今関啓司  「画家今関啓司の日記」

（一部）   
安田半圃  「大島の霊泉」  
上岡美平  「上岡美平日記」（一部）   
清水柳太  「大島風俗絵巻」添え

書き（抜粋）  
      「椿咲く大島の村々」  
永見徳太郎 「島のアンコ」  
      「初夏の伊豆大島」 
藤井重丸  「藤井重丸君逝く 大

島風俗木彫人形創始者」  
      「祖母への手紙」  
谷由太郎  「谷由太郎讃美」 

（鶴田吾郎）  
「伊豆大島下田風景

素描」（一部）  
望月春江  「趁春記」（一部）        
      「牛の制作について」   
池島 清  「火口内に聞く生への

執着のさけび」 
      「池島清記念画集」  
下田範次  「よき仲間としての池

島君」    
      「伊豆の島ところ〴〵 
             大島」         
原田信造  「大島彩描」（一部）        
      「離騒社観光記」（一部）                
西沢笛畝  「冬知らぬ大島から南

伊豆へ」  
加藤静児  「絵になる景色六 伊

豆大島」                
中村善策  「大島の宿」  
      「憧れの大島へ」（一部）  
川瀬巴水  「写生旅行日記」（一部）             
伊東深水  「島の桜」  
      「大島のあの頃この頃」  
石井柏亭  「大島」「波浮港と差木

地」「大島あんこ」実技
講義  

      「大島」（一部）           
長谷川利行 「伊豆大島雑記」 
矢野文夫  「利行と伊豆大島・太

海」（一部）  
東郷青児  「伊豆諸島」（一部）  
      「伊豆大島」  
内田 巌  「大島の自然とアンコ」  
      「島のヒロイズム―波

浮遊記―」  
海老名雄二 「版画家と櫻株」  

      「東郷青児と大島の 
野球」        

皆川泰蔵  「伊豆大島の民家」  
      「伊豆大島の漁家」         
永田米太郎 「大島」   
加藤淘綾  「差木地村」  
      「大島追憶」  
林 唯一  「大島のアンコ」  
永田一脩  「大島の釣り場をさぐ

る」（一部）  
      「露伴の釣り」（一部）  
川本哲夫   「黒い砂」  
棟方志功  「大島と沖縄への旅」

（一部）                    
鈴木良三   「大島（伊豆）」  
曽宮一念  「烟と溶岩」（一部） 
      「大島」（一部）  
奥村土牛  「新帝展」（一部）                   
つげ義春  「つげ義春とぼく」（一

部） 
 「海へ」（一部）    

矢崎牧廣  「伊豆大島写生行」（一
部）ほか  

深沢紅子  「山椿（野の花十二ヶ
月） 表紙絵にそえて」  

川村嘉久  「自作について」  
中出那智子 「美しい赤い絵日記」）       

「宮本三郎先生との出会い」 
 
               
・画家別索引 
                
・「画家と画家を迎えた大島の足跡」  
   （「絵画編」の編集を終えて） 
  
・絵画編に掲載された画家のリスト 
 （五十音順）青表示は文章のみ 
 
赤城泰舒 
足立源一郎 
荒谷直之介 
有島生馬 
池島清 
池田永一治 
池部鈞 
石井鶴三 
石井柏亭 
石井了介 
石井林響 
石川美峰 
伊東深水 
今関啓司 
岩佐新 
岩佐聖果 
岩下三四 
上岡美平 
上野山清貢 
内田巌 
永見徳太郎 
海老名雄二 
小穴隆一 
太田三郎 
大野五郎 
大野隆徳 

大橋清史 
岡田三郎助 
小川千甕 
荻生天泉 
奥村土牛 
奥山儀八郎 
小野幸吉 
春日部洋 
門井掬水 
加藤静児 
加藤淘綾 
角野判治郎 
加納三楽 
栢森義 
河井清一 
川崎求霞 
川瀬巴水 
川西英 
川村嘉久 
川本哲夫 
神庭白黎 
岸本景春 
北澤楽天 
鬼原素俊 
木村五郎 
草光信成 
熊谷守一 
小絲源太郎 
古島松之助 
小早川清 
小堀進 
小松秀雄 
小村雪岱 
小山敬三 
斎藤徳三郎 
坂本繁二郎 
笹岡了一 
笹鹿彪 
佐藤一英 
清水有声 
清水柳太 
志村立美 
下田範次 
新見孝 
鈴木亜夫 
鈴木良三 
須山計一 
瀬野覚蔵 
曽宮一念 
ダビッド 

ブルリューク 
高橋虎之助 
高橋道雄 
竹久夢二 
田中岩次郎 
田中咄哉州 
谷由太郎 
田村一男 
つげ義春 
辻永 
鶴田吾郎 
月出くの子 
寺内萬治郎 
寺坂公雄 
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東郷青児 
遠山五郎 
中川一政 
中川紀元 
永田一脩 
永田米太郎 
中出那智子 
中村研一 
中村善策 
中村彝 
新美南吉 
西沢笛畝 
橋本邦助 
長谷川潔 
長谷川昇 
長谷川利行 
服部四郎 
服部亮英 
林倭衛 
林唯一 
林義明 
原田信造 
飛田周山 
平田郷陽 
平福百穂 
広延 
深沢紅子 
福井庸賢 
藤井重丸 
藤井達吉 
藤田嗣治 
藤牧義夫 
藤森静雄 
不染鉄 
ポール 

ジャクレー 
細木原青起 
ボリス 

シェルバコフ 
前川千帆 
前田政雄 
松本弘二 
松本姿水 
馬渕録太郎 
松山省三 
水島爾保布 
満谷国四郎 
皆川泰蔵 
宮尾しげを 
宮本恒平 
宮本三郎 
棟方志功 
村山槐多 
望月春江 
森田恒友 
矢崎千代二 
矢崎牧廣 
矢澤弦月 
矢島甲子太郎 
安田半圃 
保田龍門 
山川秀峰 
山岸堅二 
山口進 

山下清(未完成)タイトルのみ掲載 
山崎省三 
山崎坤象 
矢野文夫 
横井弘三 
横尾芳月 
吉田久継 
吉田豊 
料治朝鳴 
脇田和 
和田三造 
渡辺幾春 
 
 
番外 
伊能忠敬 
永村茜山 
松浦静山 
金子常光 
 
伊豆七島図會 


